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　多久北振会は、昭和４８年に発足。４０年の長きに渡り多

くの剣士を育て、多久市剣道の発展に貢献してきました。

現在は指導者 ２人と少年剣士（正
まさ

木
き

潤
じゅん

くん、森
もり

下
した

陵
りょう

斗
と

くん、

中
なか

島
じま

快
かい

瑠
る

くん）の ３人が月曜日と木曜日の週 ２回、１８時

～２０時まで旧北部小学校体育館で練習に励んでいます。�

　代表の赤坂靖宏先生は「剣道の技術だけでなく、礼儀

正しく振舞うこと。まずは生活マナーを教えています」

と剣道を通じて礼儀作法や道徳を身につけることが目的

と話されました。�

　保護者のみなさんは「礼儀正しくなった。根性がついた。

大きな声がでるようになった」など、剣道を始めて子ど

もたちの変化について語られました。�

　体育館では、指導者と少年剣士がマンツーマンで練習

をしていて、体育館いっぱいに「気合い」と「竹刀」の

音が響き渡っていました。ぜひ北振会に一度見学に来て

ください。�

問   赤坂靖宏　☎７５−２５２０

礼儀を重んじ、心を鍛えます

　現在郷土資料館では、新しく寄贈していただい
た作品を紹介する企画展を行っています。
　多久町の伊藤輝久さんからは、多久を代表する
偉人、草
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の作品をご寄贈いただきました。草場佩
川・船山父子は当時を代表する漢学者であり、書
画や漢詩など多くの作品を残しました。鶴田皓は
明治期に多くの法律の作成に関わり、実弟の高取
伊好は「肥前の炭鉱王」として知られています。
　鶴田斌は皓・伊好兄弟の父であり、東原庠舎の
教官も務めていました。鶴田斌の姉は草場佩川の
妻であり、両家には家族ぐるみの親しい交流があ
りました。
　高取伊好の書「黄鳥話春深」は、西の原に私立
多久病院（通称三根病院）を開いた三

み

根
ね

英
えい

一
いち

宛て
に書かれたもの
で、郷土の歴史
を感じることが
できます。

■問い合わせ　多久市郷土資料館　☎７５−３００２

●連載28● 郷土資料館で学ぶ多久の歴史

寄贈資料披露展① 伊藤輝久さん寄贈作品

▲高取伊好筆　五字書「黄鳥話春深」

　多久市郷土資料館・歴史民俗資料館・先覚者資料館　

開館時間 / 9 時～16時　入館料 /無料
休館日 /月曜日（月曜が休日の場合は開館し翌火曜休館）


